	平成24年度
工賃向上計画推進のための
個別経営相談事業（第２回）のご案内



１　趣  旨
　平成２４年３月、北海道は「新・北海道働く障がい者応援プラン・第Ⅱ章」を策定し、障がい者が地域で働き、安定した暮らしを送ることを応援しています。その一環として、就労継続支援Ｂ型事業所では「工賃向上計画」の策定は必須となりました。
　　そこで、本会としては、本年５月開催の相談会に引き続き、策定された計画に基づいた就労支援体制、適切な工賃水準を確保できる経営ノウハウを確立するために、中小企業診断士等の専門家による個別経営相談を行い、企業経営的な視点から、工賃向上に関する具体的アドバイス等の支援を行い、具体的かつ着実な計画内容の推進を図るべく本相談会を実施します。この機会をぜひご活用ください。　　
なお、本事業は、平成２１年度までは道が実施していたものですが、昨年度より北海道社会福祉協議会が、北海道より「北海道障がい者及び障がい児の権利擁護並びに障がい者及び障がい児が暮らしやすい地域づくりの推進に関する条例」第31号第1項に基づく「障がい者の就労を支援する施策を推進する業務」の指定法人の指定を受け実施するものです。
　
２　主　催　　北海道社会福祉協議会　北海道障がい者就労支援センター
３　実施日時
(1)個別経営相談（個別相談会）
相 談 数：①～②の日程、それぞれ１５施設・事業所程度
　 相談時間：１時間程度
	日　程
	会　場
	参集対象圏域

	①平成24年7月27日（金）
実施時間　10:00～12:00
13:00～17:00

17:00～20:00
	札幌市中央区北２条西７丁目１
かでる２・７　１０階　

１０６０会議室

	道内全域の
所在施設・事業所

	②平成24年8月4日(土）
実施時間　 9:30～12:00

13:00～15:30
　　　　　
	札幌市中央区北２条西７丁目１

かでる２・７　１０階
　　　　　　　１０４０会議室
	道内全域の
所在施設・事業所


※①、②いずれかの日程に参加してください。

※遠方の事業所様で上記の相談会への出席が難しい場合は、派遣相談を後述のと

　　　　　　おり実施しますので、ご活用ください。
　　　(2)個別経営相談（派遣相談）
派遣予定：２０施設・事業所程度
　　　　 相談時間：３～４時間程度
	派遣対応期間
	実施方法
	参集対象圏域

	平成24年7月下旬～平成25年3月
 （希望に応じ日程調整いたします）

	派遣希望施設・事業所へ直接訪問し、専門家が相談助言する
	道内全域の
所在施設・事業所



４　対象施設・事業所　
・就労継続支援Ｂ型事業所
・就労継続支援Ａ型事業所
・地域活動支援センター

・生活介護事業所
５　参加対象者
　　　施設・事業所の理事長・施設長又は職員
６　相談内容
・「工賃向上計画」の具体的な推進にあたっての個別相談。
・「工賃向上計画」を策定した事業所における、策定後の計画実行及び「工賃向上計画」
  の修正に関する個別相談。
・平成23年度からの継続相談。
７　相談・助言者

　　 ・中小企業診断士（平成１９年度以降、道の委嘱により「工賃向上」の推進に取り組んできた中小企業診断士が対応します。）
・民間企業役員　等
８　相談経費　　無　料
９　参加申込みについて
     （１）別紙申込用紙に必要事項をご記入のうえ、個別相談会：平成２４年７月２７日開催分は平成２４年７月２０日(金)までに、平成２４年８月４日開催分は平成２４年７月２７日(金)まで、派遣相談：派遣希望日の２週間位前までに、下記までお申込ください。ＦＡＸによる申込でかまいません。
（２）個別経営相談（派遣相談）の申込をいただいた施設・事業所等へは、申込書到着後本会から開催日前日までに確定した日程等の連絡をいたします。連絡がない場合は、大変お手数ですが本会までご連絡をお願いします。
　　※申し込みにあたっての留意点

・参加申込については、(1)個別相談会又は(2)派遣相談のいずれか希望を明記して下さい。
　　　　　なお、(1)、(2)いずれも申し込むことも可能です。ただし申込多数の場合等は、(1),(2)いずれかの相談形態のみに変更させていただく場合もあります。
・昨年度までに本事業による相談を受けた事業所も再度参加可能です。また、本年度5月

に本会が実施した個別経営相談会に参加された事業所も申込可能ですが、申込が多数の場合は今回初めて申込される事業所を優先いたします。

・地域活動支援センター等で工賃向上計画を策定中の事業所も申込可能です。
・個別相談会の参加申込が少ない場合は、派遣相談に変更させていただく場合もあります
ので、ご了承ください。
10　相談会に出席時の留意事項
（１）【工賃向上計画をすでに作成されている事業所】
〔可能な範囲で下記資料を持参願います〕
①工賃向上計画及び作成後の活動実績がわかる資料。
　　　  ②工賃向上計画策定・実現ノウハウ集　第２部　実現へのノウハウ

　　（２）【工賃向上計画策定予定の事業所】（地域活動支援センター等）
〔可能な範囲で下記資料を持参願います〕
　　　　①「工賃向上計画」（案）
　②工賃向上計画策定・実現ノウハウ集　第1部　策定の手引き（24年度対応改訂版）
（１）、（２）共通の留意事項

・中小企業診断士が事業所の経営状況や事業内容を事前に確認して相談行いますので、上記（１）－①、（２）－①で示した関係相談日のおおよそ１週間前までに本会までメール又は、郵送（FAXでも可）で送付してください。なお、期日までに間に合わない場合は、下記担当までご連絡願います。
・上記（１）－②、（１）－②は、北海道障がい者就労支援センターホームページ　　（http://www.shougai-syuurou.jp/）にも掲載されていますので、ダウンロードして
ご持参ください。
	＜お申し込み・お問い合わせ先＞
北海道社会福祉協議会 　施設経営支援部　北海道障がい者就労支援センター
　　　　 〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目　かでる2.7　3階
     　　　　TEL　011-241-3982     FAX  011-280-3162    
E-mail　sh.takahashi@dosyakyo.or.jp            〔担当：高橋〕



　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成２２年度までに本事業において実施した相談から、典型的な事例をご紹介します。皆様方の経営もしくは事業所に置き換えて、似たような悩みがあればぜひご相談ください。　
もちろん、紹介した内容以外の相談（工賃向上計画実現に関して）も申し受けます。
○相談例
　
Ｑ　工賃向上計画を策定したが、目標を達成するための決め手が見つからない。　　　　とりあえず、食品や工芸品など、可能な限り商品数を増やしているが、売上アップに結びつかない。何からどう手をつけていいのかアドバイスしてほしい。
　　　
　　　
　Ａ　優れた商品と優れた顧客を！
規模の小さな事業所で多岐にわたる商品を継続的に生産し、なおかつ採算がとれるようにするのは至難の業です。力が分散されてしまっては、他社との市場競争では勝ち目がありません。
他社よりも強い主力商品に力を集中して販売する戦略をたてる必要があります。
例えば、現状で一番売上成績の良い食品に絞って商品の種類を増やすことが考えられます。なぜなら、売上が良い商品とは顧客の要求が高いことの表れだからです。
　　具体的には、売上の高い商品の価格帯の見直し、種類の拡張（味の見直し、商品サイズの見直し等々）を行い、商品別の売上高分析も行わないとなりません。
　　いつも変わりばえのしない商品を並べていると顧客に飽きられてしまいます。
　　
　　次に、顧客を獲得する前提として、市場規模を考えなくてはなりません。公的機関が発表しているデータは全国データが多いので、そのデータに想定する販売地域の人口比率（想定地域人口÷全国人口）をかけて算出します。それに対して、ご自分の事業所の主力商品が１０％の金額が獲得できないのであればその商品に力を入れるのはやめたほうが得策です。１０％獲得できなければ商品が生き残っていくのは難しいからです。
　　また具体的な顧客獲得方法としては、対象とする小売店を決めて、定期的な訪問を実施することが何より重要です。１度や２度の訪問で目だった成果が得られなくても止めてはいけません。同業他社との競争に勝るのは、何度も足を運んで信頼を得ることが欠かせません。
　　「お客様（顧客）第一主義」に立てば、不況も過当競争も関係なくなるはずです。
なぜなら、事業は「顧客の要求を満たす活動」に他ならないからです。
（以上の回答はあくまで一例であり、実際のアドバイスは施設の状況、業種の特性などによって全て異なります。また、より具体的に、その施設・商品などに関するものになります。）


　
Ｑ．「工賃向上」に取り組んできてはいるが、みんな日常業務で忙殺されており、また職員から理事まで考え方が一致せず、なかなか進まない。どのように改善していけばいいか。

回答のポイント　

全員参加の体制作り、組織風土改革の方法、日常業務の改善などについて、法人の現状をお聴きした上で具体的にアドバイス。

Ｑ．実際に工賃を向上させるために、企業経営的な管理手法が必要だと思うが、どのような方法があるのか。

回答のポイント
商品カテゴリ別の利益管理、製造原価の管理、工賃への反映のさせ方などを、施設・業種の特性に沿って具体的に検討。
Ｑ．事業所で生産した○○を店で売っている。町内のライバル店に負けないような販売方法はないか。

回答のポイント
店頭装飾、店舗レイアウト、チラシ、陳列、ＰＯＰ、接客等々の改良について、店舗において実地指導（派遣相談の場合）。
Ｑ．作れば売れるような製品であり、利益率も確保できているので、もっと生産量を増やせれば工賃をアップできると思う。生産力を上げる方法はあるか。

回答のポイント
働きやすいように作業環境を改善、また作業場レイアウトや動作を見直して生産性を向上する方法、工程管理・品質管理の手法などについて、現状をお聴きした上で具体的に助言。
Ｑ．インターネットで商品を販売している施設があると聞くが、どのような方法があるのか。

回答のポイント
インターネットマーケティング戦略の考え方と選択肢を説明し、そのための方法、その商品に適合したやり方などについて、具体的にアドバイス。
Ｑ．今後は、もっと地元の地域社会と関わっていき、その結果として「工賃向上」に結び付けたいと考えているが、その方法がわからない。

回答のポイント
企業、団体、行政などと関係を深め、そこから施設をもっと知ってもらい、販路開拓につなげる道筋について、具体的に検討。
参考　こんな相談にお答えします！　　平成２３年度までの相談事例から





他にもこんな経営上の課題にお答えします！








